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第 5号 (2009年 3月)
一国史的把握は一面的たるを免れない｣と批判した｡そのう
えで自らの方法的枠組みを提示したのである｡杉原薫『アジ
ア間貿易の形成と構造』ミネルヴァ書房､1996年､36-37ペ
ージ｡
55杉原『同上書』9ページ､注(3)を参照｡西洋経済史の分
野で世界システム論に影響を受けた研究のうち､杉原の研
究と同時期かそれ以前に取り組まれた主要なものとして､川
勝平太､松井透､柴田三千雄らの諸研究がある｡ただし､物
産複合を分析視角とする川勝は杉原ほど空間枠組みにつ
いて明示的ではないし､松井や柴田は空間枠組みを措定し
ていないため､空間的観点から言えば高度に抽象的な世界
市場や資本主義世界体制が分析対象となっている｡川勝
平太｢19世紀末葉における英国綿業と東アジア市場｣『社会
経済史学』第47巻､第2号､1981年｡同｢木綿の西方伝播
-アジア内貿易から大西洋経済圏--｣『早稲田政治経済
学雑誌』第270-272号､1983年｡同｢アジア木綿市場の構
造と展開｣『社会経済史学』第51巻､第 1号､1985年｡柴田
三千雄『近代世界と民衆運動』岩波書店､1983年｡松井透
『世界市場の形成』岩波書店､1991年｡
56世界経済論の分野から世界システム論に取り組んだもの
として､森田桐郎『世界経済論の構図』有斐閣､1997年､お
よび森田桐郎編著『世界経済論-《世界システム》アプロー
チー』ミネルヴァ書房､1995年が最も参照されるべき成果で
あろう｡
57 ｢世界経済｣と商品連鎖の両概念については､
Walerstein,Immanuel,TheModernWorld-System:
CapitalistagricultureandtheoriginsoftheEuropean
World-Economyinthesixteenthcentufy,AcademicPress,
Inc.,1974.(川北稔訳『近代世界システムⅠ･Ⅱ』1981年､岩
波書店)､およびWalerstein,Immanueled.,The
World-Economy,FernandBraudelCenter&TheResearch
FoundationoftheStateUniversityofNewYork.(原田太津
男･市岡義章･山田鋭夫訳『ワールド･エコノミー (新装版)』
藤原書店､2002年)を参照｡
58 ｢世界経済｣の空間的範囲の変動要因のひとつとして､技
術的要因があげられる｡｢『世界経済』の規模が技術水準に
対応していること､とりわけ域内の交通･通信の水準に対応
していることには注意しておく必要がある｡この水準がたえま
なく変動一改善ばかりとは限らない-するから､『世界経済』
の境界はつねに流動的であった｡｣Walerstein,The
ModernWorld-System,1974.(川北稔訳『前掲書 I』､281
ページ)｡
59海洋アジアという地域概念を中核としたアプロー チを提唱
する川勝平太は､海洋アジア概念の漠然性を認めつつ､同
様にヨー ロッパという地域概念のあいまいさを指摘している｡
川勝は､ヨー ロッパを各国の集合としてではなく｢一つの歴
史的形成体｣として認識することの重要性を主張している｡
川勝平太･潰下武志編『海と資本主義』東洋経済新報社､
2003年､226ページ｡
60こうしたウオーラー ステインの把握に対して､フェルナン･
ブロー デルは次のような積極的評価を与えている｡｢ウオー
ラー ステインは一瞬のためらいもなく､アメリカ大陸を16世
紀のヨー ロッパ世界-経済の中に包み込んだ｡そのような
大陸なればこそ､それはヨー ロッパをその深層から説明して
くれるのではあるまいか｣｡ フェルナン･ブロー デル『世界時
間2』みすず書房､1999年､5ページ｡
61walerstein,TheWorld-Economy.(原田太津男･市岡義
章･山田鋭夫訳『前掲書』44-45ページ)｡
62 walerstein,Immanueled.,ResearchProjectsofthe
World-System,FernandBraudelCenter&TheResearch
FoundationoftheStateUniversityofNewYork.(山田鋭夫･
原田太津男･早春志訳『世界システム論の方法』藤原書店､
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2002年､148ページ)｡
63高橋正郎監修『フードシステム学の理論と体系』農林統
計協会､2002年､13ページ｡
64Gerefi,GaryandMiguelKorzeniewicz,eds･,Commodio)
ChainsandGlobalCapitalism,GreenwoodPress,1994.
65 フイリエール分析は､空間枠組みを国民経済レベルやロ
ーカルレベルに置くため､国際レベルに空間枠組みを設定
するGCC分析とは､必ずしも代替的ではない｡GCC分析と
フイリエール分析の概要および両者の相違については､以
下の論文が参考になる｡Raikes,Philip,MichaelFrisJensen
andStefhnoPonte,"Globalcommoditychainanalystsand
theFrenchfiliereapproach:comparisonandcritique",
EconomyandSocieo),Vol.29,No.3,2000.荒木一視｢商品
連鎖と地理学:理論的検討｣『人文地理』第 59巻第2号､
2007年｡
astringer,ChristinaandRichardLeHeroneds･,Agri-Food
CommodityChainsandGlobalisingNetworks,Ashgate
PublishingLimited,2008.Tbpik,Steven,Cal°sMarichal,
andZephyrFrank,eds.,FromSilvertoCocaine:Latin
Americancommodio)Chainsandthebuildingoftheworld
economy,1500-2000,DukeUniversityPress,2006.Evans,
Sterling,BoundinTwin:thehisto7yandecologyofthe
henequen-wheatcomplexforMexicoandtheAmericanand
CanadianPlains,1880-1950,TexasA&MUniversityPress,
2007.
67Topik,op.cit.,p.9.本書の執筆者は､アメリカ合衆国､メ
キシコ､イギリス､プェルト･リコ､コスタ･リカの研究者であり､
編者はカリフォルニア大学､スタンフォード大学､メキシコ大
学の歴史学の教授および准教授である｡本書をグロー バ
ル･ヒストリー 研究のひとつとして評価する水島は､近年の研
究動向として消費のあり方が生産に与える意味に着目する
研究が注目されているとしている｡そして､本書はこうした流
れに与するものであると評価している｡水島司編『グロー バ
ル･ヒストリー の挑戦』山川出版社､2008年､12ページ｡
68Topik,op･cit･,p･8･
69Ibid･,p･18,note15･
刀 Evans,op.°it.著者のエバンズは､カナダのブランドン大
学の歴史学准教授である｡彼は本書で分析した内容を簡潔
にまとめた論文を別に発表している｡ここでの検討には､著
書と論文の両方を参照した｡論文については､Evans,
Sterling,"DependentHarvests:grainproductiononthe
AmericanandCanadianPlainsandthedoubledependency
withMexico,1850-1950",AgriculturalHistofy,Vol.80,
Issue1,2006を参照｡
71Evans,=DependentHarvestsM,p･35･
72Evans,BoundinTwin,p･xvii･
73さしあたり､拙稿｢第1次大戦前におけるアルゼンチンとヨ
ーロッパ『世界経済』-貿易構造分析を中心に-｣『経済論
叢』第 178巻 5･6号､2006年を参照｡
(京都大学大学院)
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